
 
 
 
 
 

     
 

 

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
九
月
に
入
り
ま
し
た
が
、
残

暑
こ
と
の
ほ
か
厳
し
き
昨
今
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

「
秋
来
ぬ
と 

目
に
は
さ
や
か
に 

見
え
ね
ど
も 

 
 
 

風
の
音
に
ぞ 

お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
」 

 

秋
が
来
た
と
、
目
に
は
、
は
っ
き
り
と
は
見
え
な
い

け
れ
ど
も
、
風
の
音
に
よ
っ
て
、
そ
の
秋
の
訪
れ
に
気

づ
か
さ
れ
る
と
い
う
、「
古
今
和
歌
集
」
秋
歌
の
巻
頭

歌
で
、
藤
原
敏
行
の
歌
で
す
。 

立
秋
の
日
に
読
ま
れ

た
歌
で
、
実
際
に
は
、
ま
だ
来
ぬ
秋
を
思
い
浮
か
べ
て

よ
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

朝
明
け
が
遅
く
、
夜
の
帳
（
と
ば
り
）
が
降
り
て
く

る
の
も
早
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
て
、
日
が
短
く
な
っ

て
き
ま
し
た
ね
。 

朝
明
け
の
境
内
は
、
い
く
ら
か
し

の
ぎ
や
す
く
な
り
、
ま
さ
に
、｢

秋
来
ぬ｣

と
、
秋
の
気

配
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

◇
宮
司
プ
レ
ス
の
先
月
号
（
第
六
十
三
号
）
に
記
述
（
き

じ
ゅ
つ
）
し
ま
し
た
が
、
文
明
は
、
災
害
か
ら
人
類
を

守
る
た
め
に
、
人
類
が
発
明
し
た｢

対
災
害
シ
ス
テ
ム｣

の
別
名
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
現
代
の
文
明
で
す
ら
、

東
日
本
大
震
災
の
前
に
は
、
無
力
で
し
か
も
、
被
害
を

増
大
さ
せ
た
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
ね
。 

 
 

「
絆
（
き
ず
な
）」
に
よ
っ
て
し
か
、
人
間
は
守
れ

な     

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

神
社
神
道
は
、

「
つ
な
が
り
の
宗
教
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

私
達

は
、
神
様
・
大
自
然
・
自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
・
家

族
・
地
域
の
人
々
・
職
場
の
仲
間
・
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

深
い
「
絆
」
で
つ
な
が
っ
た
、
運
命
共
同
体
と
し
て
の

地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

◇
し
か
し
な
が
ら
、
今
、
我
々
の
社
会
で
は
、
超
高
齢

化
と
未
婚
化
が
進
み
、
十
九
年
後
の
西
暦
二
、
〇
三
〇

年
に
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
五
人
に
一
人
が
、「
一
人 

暮
ら
し
」
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

家
族
の

い
な
い
日
本
人
が
、
一
人
で
自
分
の
「
老
い
」
に
向
き

合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
す
。 

◇
リ
ビ
ア
の
政
治
紛
争
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
東

で
は
、
政
治
デ
モ
が
各
国
に
広
が
り
ま
し
た
。 

そ
れ

は
、「
ユ
ー
ス
バ
ジ
ル
」
と
い
わ
れ
、
日
本
と
は
逆
に 

若
者
が
増
え
す
ぎ
て
、
三
つ
の
欠
如
に
不
満
を
爆
発
さ

せ
た
デ
モ
で
あ
り
ま
し
た
。 
そ
の
三
つ
の
欠
如
と
は
、

「
自
由
」「「
情
報
・
知
識
」「
女
性
の
社
会
参
加
」
で

す
。 

短
期
間
に
広
範
囲
に
広
が
っ
た
要
因
は
、
実
は
、

「
フ
ェ
イ
ス 

ブ
ッ
ク
」
と
い
わ
れ
る
、
高
度
な
情
報

伝
達
手
段
で
す
。 

高
度
な
情
報
と
つ
な
が
っ
て
、
情

報
の
「
絆
」、
電
子
共
同
体
と
い
う
新
し
い
共
助
（
き

ょ
う
じ
ょ
）
の
仕
組
み
も
、
高
齢
者
の
「
一
人
暮
ら
し
」

が
増
え
続
け
て
い
く
将
来
に
向
け
て
必
要
な
気
が
し

ま
す
。 

 

◇
徒
然
草
の
第
百
二
十
三
段
に
は
、
人
間
生
活
の
基
本

条
件
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
第
一
に
食
ふ
物
、

第
二
に
着
る
物
、
第
三
に
居
る
所
な
り
」、
つ
ま
り
衣

食
住
で
、
餓
（
う
）
え
ず
に
、
寒
さ
を
し
の
ぎ
、
風
雨

（
ふ
う
う
）
を
よ
け
て
静
か
に
暮
ら
す
事
が
、
生
活
の

基
本
条
件
で
あ
る
と
説
い
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
人

は
病
気
に
な
る
か
ら
、
医
療
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

説
い
て
い
ま
す
ね
。 

「
薬
を
加
へ
て
、
四
つ
の
事
、

求
め
得
ざ
る
を
貧(

ま
ず)

し
と
す
。 

こ
の
四
つ
欠
け

ざ
る
を
富
め
り
と
す
。 

こ
の
四
つ
の
外
を
求
め
営
む

を
奢(

お
ご)

り
と
す
。」
と
記
（
し
る
）
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

衣
食
住
と
薬
が
あ
れ
ば
、
充
分
で
あ
り
、
そ
れ
以
上

望
む
の
は
贅
沢
（
ぜ
い
た
く
）
で
あ
る
と
説
い
て
い
る

の
で
す
ね
。 

そ
し
て
「
四
つ
の
事
倹
約
（
け
ん
や
く
）

な
ら
ば
、
誰
の
人
か
足
ら
ず
と
せ
ん
。」、
衣
食
住
と
薬

が
、
つ
ま
し
い
な
が
ら
足
り
て
い
れ
ば
、
人
間
生
活
の

基
本
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
諭
（
さ
と
）
し
て
い
る

の
で
す
。 

◇
私
事
で
す
が
、
七
月
二
十
七
日
の
誕
生
日
で
満
四
十

九
歳
と
な
り
、
毎
日
毎
日
が
四
十
代
最
後
の
日
に
な
る

わ
け
で
す
か
ら
、
少
し
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
気
分
に
さ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

人
間
の
死
亡
率
は
、
百
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
り
、
必
ず
あ
る
時
点
で
死
に
至
り
ま
す
。 

私
は
、
徒
然
草
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、「
四
つ
の
事
倹
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約
」
で
あ
り
ま
す
の
で
、「
足
ら
ず
と
せ
ん
」
と
謙
虚

な
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
、「
よ
り
よ
く
年
を
と
る 

ウ
ェ

ー
ル 
エ
イ
ジ
ン
グ
」
を
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、｢
健
康
に
留
意｣

し
、「
Ｑ
Ｏ
Ｌ(

生
活
の

質
の
向
上)

」
に
取
り
組
み
、「
社
会
貢
献
」
に
微
力
な

が
ら
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

◇
現
代
社
会
は
、「
失
わ
れ
た
十
年
」
と
い
う
長
引
く

経
済
の
停
滞
、
さ
ら
に
は
「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
」、｢

大

震
災｣

、「
原
発
事
故
」、
ま
さ
に
、
不
幸
の
連
鎖
で
あ

り
ま
す
。 

神
々
の
世
界
の
事
を
「
幽
世
（
か
く
り
よ
）

と
い
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
我
々
人
間
が
住
ん

で
い
る
世
界
の
事
を
現
世
（
う
つ
し
よ
）
と
い
い
ま
す
。 

 
 

現
世
は
、
実
は
、
神
々
の
理
想
の
姿
を
写
し
た
世
の

事
な
の
で
す
。 

従
っ
て
我
々
は
、
こ
の
現
世
が
、
神
々

の
理
想
の
姿
に
近
づ
く
よ
う
に
努
力
を
す
る
、
こ
れ
こ

そ
が
、
生
き
て
い
く
上
で
の
大
目
標
な
の
で
す
ね
。 

 
 

無
抵
抗
主
義
を
貫
い
た
イ
ン
ド
の
指
導
者
「
マ
ハ
ー

ト
マ
ー 

ガ
ン
ジ
ー
」
は
、「
明
日
、
死
ぬ
つ
も
り
で

生
き
な
さ
い
。 

永
遠
に
生
き
る
つ
も
り
で
学
び
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

不
幸
な
連
鎖
の
現
世
が
、

神
々
の
理
想
の
姿
を
写
し
た
世
界
に
、
近
づ
く
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
、「
一
日
一
生
」
の
思
い
で
、
し
か
も

積
極
果
敢
に
勇
敢
に
、
生
活
を
し
た
い
も
の
で
す
。 

御
自
愛
を
祈
り
ま
す
。 

◇
八
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

▼
月
次
祭 

＊
八
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
ま
ほ
ろ
ば
学
級
開
催 

＊
八
月
七
日 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

▼
神
道
家
（
し
ん
と
う
け
）
中
元
祭 

＊
八
月
中
旬 

◇
九
月
の
祭
典
行
事
予
定 

 

▼
月
次
祭 

＊
九
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
若
宮
祭 

＊
九
月
十
日
～
十
一
日 
 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 

＊
九
月
十
日 

 
▼
朝
粥
会 

＊
九
月
二
十
一
日 

 
 

※
下
関
市
倫
理
法
人
会
も
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ

ー
と
し
て
参
加
さ
れ
る
予
定
で
す 

 

▼
秋
季
祖
霊
祭 
＊
九
月
二
十
三
日 

 
 

※
家
の
宗
旨
が
神
道
の
家
の
合
同
の
祖
霊
祭 

 

▼
貴
布
禰
神
社
例
祭 

 

＊
九
月
二
十
二
日
～
二
十
三
日 

◇
九
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
予
定
（
報
告
も
含
む
） 

▼
山
口
県
神
社
庁
並
び
に
下
関
支
部
関
係 

 

◇
神
社
関
係
者
大
会 

＊
九
月
二
日 

◇
天
皇
皇
后
両
陛
下
奉
迎
委
員
会 

＊
九
月
三
日 

 
 

◇
支
部
三
役
会 

＊
九
月
十
三
日 

 
 

◇
支
部
幹
事
会
・
支
部
総
代
敬
婦
役
員
会 

 

＊
九
月
十
六
日 

◇
支
部
皇
居
勤
労
奉
仕
団
解
団
式
＊
九
月
十
七
日 

◇
松
蔭
神
社
上
田
宮
司
特
級
祝
賀
会 

 

＊
九
月
二
十
七
日 

 
 

◇
支
部
敬
神
婦
人
会
茶
話
会 

＊
九
月
二
十
九
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
九
月
七
日
、
十
四
日
、
二
十
一
日
、

二
十
八
日 

 
 

◇
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ 

＊
九
月
十
五
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◇
宮
司
講
和
会 

＊
九
月
一
日 

※
次
回
は
、
十
月
一
日
！ 

 
 

◇
秋
季
祖
霊
祭
記
念
講
演 

＊
九
月
二
十
三
日 

 
 

◇
亀
尾
山
神
社
講
演
会
（
豊
田
町
） 

＊
九
月
二
十
五
日 

 

▼
当
宮
関
係
団
体 

 
 
 

◇
敬
神
婦
人
会
秋
祭
打
合
せ 

＊
九
月
二
十
六
日 

▼
倫
理
法
人
会
（
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
） 

＊
九
月
七
日
、
十
四
日
、
二
十
一
日
、
二
十
八
日 

 

▼
教
誨
活
動
（
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
） 

 
 
 

◇
集
合
教
誨(

女
子)  

＊
九
月
五
日 

 
 

◇
神
社
本
庁
教
誨
師
研
究
会 

 
 

＊
九
月
八
日
～
九
日
（
長
崎
市
） 

 
 

◇
集
合(

男
子)  

＊
九
月
二
十
六
日 

 

▼
そ
の
他 

 
 

◇
下
関
消
防
団
彦
島
分
団
第
六
部
機
庫
点
検
並

び
に
新
入
団
員
歓
迎
会 

＊
九
月
四
日 


